
（様式第４号） 上田中央地域協議会 会議概要 

１ 審 議 会 名 上田中央地域協議会  

２ 日   時 令和元年１０月１１日（金） 午後１時３０分から午後３時００分まで  

３ 会   場 中央公民館 ２階 会議室  

４ 出 席 者 天田委員、伊藤委員、岡部委員、金井委員、小林委員、瀬下委員、谷藤委員、 

中澤（純）委員、中澤（健）委員、成澤委員、樋村委員、藤澤委員、古川委員、 

松田委員、丸山委員、宮本委員、柳沢委員、山浦委員 

 

５ 市側出席者 【事務局】小宮山市民まちづくり推進部長、小泉中央地域振興政策幹、内藤地域内分

権推進担当係長、大滝中央地域担当主査、片山地域内分権推進担当主査 

【交通政策課】竹内交通政策課長、山田課長補佐兼交通政策係長 

【政策企画課】鎌原政策企画課長、中山課長補佐兼政策企画担当係長 

 

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開  

７ 傍 聴 者  ０人  記者 ０人  

８ 会議概要作成年月日 令和元年１０月３０日  

協  議  事  項  等 

 

1 開 会 

2 第二次上田市総合計画「地域の特性と発展の方向性」の見直しについて 

・上田市地域自治センター条例第７条１項及び上田市地域協議会規則第３条第１項の規定により、第二

次上田市総合計画「地域の特性と発展の方向性」の見直しについて、市民まちづくり推進部長から上田

中央地域協議会へ諮問 

 

3 会議事項 

(1)会長あいさつ 

 

(2)報告 

ア 千曲バスからの路線の廃止・減便の申入れについて 

  交通政策課から説明 

 

・以下、質疑応答 

（委員）千曲バスからの申入れということだが、上田バスに関しては大丈夫なのか。 

 

（担当課）運転手不足が深刻で黒字路線でも廃止になってきている。上田バスに関しては現在 30 人ほどで

担っていただいており、ぎりぎりの人数ではある。 

 

（委員）このまま、なし崩し的に廃止になってしまうのか。 

 

（担当課）上田バス関係者と話す中では、地域の路線バスは守っていくべきと言われている。 

 

（委員）免許返納問題、人手不足、赤字対策に対しての利用者に関して上田市としては取り組みがあるのか。 

 

（担当課）路線バス、循環バスの料金の改定、タクシー事業をどのように生かしていくかなど複合的に検



討している。 

 

（会長）今後もリサーチをかけながら実施していただきたい。 

 

(3)協議 

ア 第二次上田市総合計画「地域の特性と発展の方向性」の見直しについて 

  政策企画課から今回の諮問要旨について説明 

 

・以下、質疑応答 

（委員）上田市総合計画の内容が多岐にわたる内容であり、理解しがたい部分がある。 

 

（担当課）第一回総合計画審議会が 10月 3日に開催され、後期まちづくり計画の策定に向けて本格的にス

タートした。内容は多岐にわたっている。審議会は 60 人の委員、5 つの専門部会により、月に 1 回会議を

する。全市共通の課題を審議している。上田市の特徴として、ここでは地域ごと課題を審議していただきた

い。総合計画のダイジェスト版で概要を説明させていただくこともできる。 

 

（委員）上田市自治基本条例に基づいて動いているのか。 

 

（担当課）総合計画は自治基本条例に基づいて策定させていただいている。自治基本条例の柱であるまち

づくりの大きな地盤として「協働」と「地域内分権」を進めている。地域内分権の１つの形として地域ごと

の取組や課題を集約してほしい。 

 

（委員）協議したそれぞれの意見がどのように取り上げられ、解決していくのかが見えてこない。 

 

（担当課）どのように意見を取り上げてという件に関しては課題ではある。個々の案件は関係課に上げて

いただければと思う。 

 

（委員）市民が求めるサービスに対する体制が出来ているのか、しっかりと考えていただきたい。 

 

 イ 地域協議会の見直し（案）について 

 

（委員）上田地域全体で 20 人は妥当な人数ではないか。地域協議会は自治会や連合会を委員として選任す

べき。 

 

（委員）地域の特性に合わせて意見を出すというものが、6地域を 1つにしても良いものか。 

 

（委員）地域協議会、住民自治組織、自治会の役割がはっきりしない。 

 

（会長）地域協議会の位置づけ、組織としての使命、責任を明確にしてほしい。その過程の中で委員数を

減らしていくのであれば良いのではないか。 



 

（委員）本来は調査研究を中心にやるべき。地域協議会の課題の整理をするべき。 

 

（委員）人数を減らしても地域の問題を話し合うのならわかるが、6 地域から地域の代表者が数人出て一

つになっても、それぞれの地域の問題がありまとまらない。 

 

（委員）組織として何をするのか明確にしてスリム化してからではないと難しいのではないか。 

今回答えを出さなければならないのか。 

 

（事務局）10 月中に全地域協議会から意見書を出していただく予定。皆様の意見を集約して答えを出して

いきたい。他の地域では設置単位は現行のままで人数を減らしても良いのではないかという意見もある。 

 

（委員）地域により独自の問題があるので、人数は減らさないほうが良い。 

 

（委員）20名がどのようなメンバーで構成されるのかによるのではないか。 

 

（委員）地域の特性が違うのに、上田地域を一つにするのは無理があるのではないか。縮小することは良

いことだと思うが、どのようにスリム化するのか、委員のメンバーの立ち位置をはっきりさせて、整理して

検討していただきたい。 

 

ウ 中央地域の地域課題について 

  各部会において資料配布のみ行う 

 

エ その他 

    なし 

 

4 その他 

(1)当面の日程  

    ア ：11月 13日（水） 13:30から  （会場 ： 中央公民館 ２階 会議室） 

    イ ：12月 6日 （金） 13:30から  （会場 ： 中央公民館 ２階 会議室） 

    ウ ： 1月 16日 (木)  13:30から   （会場 ： 未定） 

 

5 閉 会 

 


